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しいわが家を

火災からまもりま
こ
し†ヽ

‾ニ⊃

蓮輩盤

た

っ

て

賀
町
長
　
小

あ
わ
た
だ
し
く
も
醐
和
四
十
年
は
、

こ
こ
数
日
で
猿
れ
ん
と
し
て
い
ま
す
。

過
去
を
ふ
り
か
え
っ
て
、
漸
ら
し
い
草

の
証
跡
を
樹
て
る
時
機
で
あ
り
ま
す
。

顧
み
ま
す
る
と
昭
和
四
十
年
は
、
天

候
そ
の
他
か
ら
天
明
飢
堕
窯
業
す
る

坤
十
日

の
で
は
な
い
か
と
年
の
当
初
か
ら
い
ろ

い
ろ
と
心
配
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
ま

す
が
町
豊
操
の
こ
努
力
に
よ
っ
て
米

稲
は
勿
論
、
膣
作
物
も
自
然
の
悪
条
件

を
克
服
し
て
十
分
と
は
い
え
め
に
せ
よ

か
な
り
の
収
穫
を
納
め
て
預
き
ま
し
た

こ
千
若
感
謝
且
つ
よ
う
」
ひ
に
堪
え
ま

せん。町
行
政
も
学
校
廻
案
、
道
路
潔
凋
、

基
篭
鰐
奪
、
町
の
現
状
か
ち
考
え
て

比
較
的
大
き
な
世
襲
を
夫
々
完
遂
し
、

藻
へ
十
分
こ
満
足
を
与
え
る
こ
と
ば

で
き
な
か
っ
た
に
止
ま
、
財
政
紹
迫
の

現
状
か
ら
ど
う
に
か
本
年
を
無
事
過
ご

す
こ
と
の
で
き
ま
し
た
こ
と
は
間
睦
に

堪
え
ま
せ
ん
。

こ
の
陳
、
過
ぎ
に
し
賊
を
ふ
り
か
え

っ
て
、
更
に
新
ら
し
い
隼
の
凝
集
に
つ

い
て
十
分
検
討
、
明
る
い
町
通
り
に
糊

進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
屋
楢
嫌
の
蕪
硬
ご
越
年
と
、
幸
せ

な
新
年
を
お
迎
え
く
た
き
い
ま
す
よ
っ

お
祈
り
し
て
歳
末
の
こ
挨
拶
と
い
た
し

ます。

三
冬
期
火
災
予
防
三
　
詩
経
塁
禦
畿
鮭
詔
火
に
㌣

－
　
　
　
　
　
　
．
－
～
－
i
〝
l
！
土
手
！
′
　
地
が
ま
だ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
て
　
○
来
災
矛
蛎
を
生
活
習
慣

寮
擬
護
縛
細
る
翼
盤
露
鷺
襲
績
韓
て
筆
は
醒
摘
誌
震

屈
さ
れ
、
ま
た
服
薬
で
は
乾
煉
轍
が
使

わ
れ
る
時
期
と
な
り
、
四
季
毒
通
じ
て

ク
　
火
を
雪
と
4
若
く

う
隼
っ
よ
う
に
な
り
ま

を
た
つ
）
と
い
う
こ
と
な
と
は
、
わ
か

り
や
す
い
消
火
方
法
と
い
え
ま
し
ょ
う

良
し
盤
冬
期
は
、
㌔
姻
綱
親
和
㌢
講
熊
彊
蓑
彊
」
幾
賀
彊
裟
墨

る
（
饗
雪
げ
る
）
燃
え
歪
の
を
∴
だ
の
し
い
わ
が
家
夷
炎
か
童
も

火
梢
し
ツ
ボ
に
入
れ
る
（
空
気
の
根
絶
　
る
た
め
に
、
火
を
使
う
地
所
や
器
具
を

、
ち
ょ
っ
と
し
た
破
姐

そ
の
ま
ま
放
縦
し
た
状

「
火
雄
は
恐
ろ
し
い
」
　
「
火
事
に
な
っ

た
ら
大
変
だ
」
と
い
う
こ
と
は
講
で
も

知
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
火
事
は
め
っ
た
に
起
こ
ら

のた
ヽ

と
に
な
り
ま
す
の
で
一

十
分
ご
憲
子
さ
い
一

〇
火
災
を
起
こ
へ

さ
な
い
た
め

に

　

　

　

l

も
の
が
燃
え
る
に

は
、
燃
え
る
も
の
～

巌
諾
、
熱
（
温
遵
）

器
具
と
周
囲
の
危
険
を
と
り
除
く
こ
と
　
の
火
の
後
任
末
、
周
囲
の
沼
鮎
に
楯
恵

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
、
ま
た
火
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
よ

鏡
1
に
不
燃
化
も
え
や
す
い
　
く
考
え
て
、
火
災
が
起
こ
ら
な
い
、
貿

も
の
を
；
芝
に
く
い
も
の
に
置
き
か
　
仝
な
扱
い
を
す
る
よ
－
豪
族
み
ん
な
一
べ

え
る
方
法
。
　
　
　
　
　
　
　
努
め
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
、

第
2
に
熟
し
ゃ
だ
ん
も
ー
禽
輩
曾
牒
溌
蒋
遇

や
す
い
も
の
寮
が
伝
わ
り
に
く
い
よ
　
＼
　
報

の
条
件
に
令
っ

き
、
も
の
は
燃
－
↓
／
ま
す
。
で

こ
の
三
つ
の
う
ち
一
つ
が
欠
け

も
の
は
燃
え
ま
せ
ん
。
と
い
亡

は
、
こ
の
二
丁
を
取
り
除
く
こ

っ
て
消
火
史
C
エ
英
災
予
防
も

と
い
告
ヾ
、

う
に
す
る
方
法
。

低
え
ば
、
コ
ン
ロ
を
使
う
台
や
そ
の

ま
わ
り
を
モ
ル
タ
ル
で
造
り
、
タ
イ
ル

を
簸
る
な
ど
は
不
燃
化
の
例
で
す
し
、

ま
た
風
藍
境
の
た
き
口
附
近
の
柱
な
ど

を
石
綿
で
ま
く
の
は
、
熟
し
ゃ
だ
ん
の

方
法
で
す
。

0
実
行
が
誇
一

防
火
の
摺
超
と
し
て
二
つ
の
例
を
あ

け
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
往
か
ず
た
め

に
大
切
な
も
う
一
つ
の
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
頭
を
蕪
う
こ
と
で
す
。

火
事
の
と
き
は
、
か
な
ら
ず
、
し
ま

っ
た
と
か
、
大
変
だ
と
鯖
い
て
し
ま
っ

た
が
、
あ
わ
て
な
い
こ
と
が
一
番
大
地

で
す
。
あ
わ
て
る
こ
と
は
、
火
事
を
大

喪
罪
業
蒲

険
な
こ
と
で
す
。
失
敗
し
て
か
ら
消
防

へ
知
ら
せ
た
の
で
は
、
火
事
は
大
き
く

な
り
、
消
火
し
に
く
く
な
り
ま
す
○

火
華
は
他
人
の
協
力
な
し
で
は
消
せ

ま
せ
ん
の
で
、
す
ぐ
に
大
き
な
葦
で
麟

た
ば
こ
を
投
げ
ず
て
た
り
、
油
類
の

そ
ば
で
マ
ッ
チ
を
す
っ
た
り
す
る
こ
と

が
平
気
で
行
な
は
れ
で
い
ま
す
。

一
枚
た
ち
は
、
も
っ
と
む
っ
、
r
天
災
予

、
－
助
と
い
う
こ
と
右
耳
近
か
な
間
空
し
し

て
生
活
の
中
に
腎
姐
つ
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
に
は
、
子
供
の
こ
ろ
か
ら

の
し
っ
け
と
と
も
に
、
も
っ
と
火
災
予

防
の
問
題
を
生
活
の
中
に
と
か
し
こ
ん

で
行
く
努
力
が
必
要
で
す
。

私
た
ち
の
軍
歴
で
も
、
一
家
朝
ち
ん

の
ひ
と
時
に
、
家
の
中
の
火
の
取
被
い

や
；
も
し
火
事
に
な
っ
た
ら
ど
う
し
た

ち
ょ
い
か
な
と
議
し
令
っ
こ
と
も
大
切

で
す
。
そ
し
て
、
な
お
一
層
火
の
始
末

に
注
湿
し
、
お
互
い
に
火
の
元
に
注
達

し
合
っ
て
恐
ろ
し
い
火
災
か
ら
大
切
な

離
纏
講
や
雄
冨
よ
う



震度祭ならではの包装競技

農
民
文
化
祭
盛
会
樫
に
終
幕

－
固
体
総
合
で
木
守
部
落
優
勝
－

昭
和
町
十
年
痩
追
買
恥
農
民
文
化
祭

は
去
る
十
万
五
日
　
（
日
照
‖
）
　
揖

門
小
字
桂
に
お
い
て
擬
人
に
行
な
ほ
れ

た。
当
日
は
前
日
栗
の
両
も
あ
が
り
、
終

日
好
天
峠
に
涼
ま
れ
客
部
落
か
ら
の
田

星
も
好
調
で
各
余
生
は
に
ぎ
わ
っ
た
。

特
に
買
物
競
争
、
寝
装
・
む
す
で
競

技
会
の
各
会
場
で
は
手
に
洋
右
握
る
熱

戦
が
煩
悶
き
れ
客
部
落
か
ら
の
声
接
も

手
伝
い
農
民
の
祭
喚
な
ら
で
は
の
感
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
展
示
会
に
お
い
て
は

思
畔
物
を
始
め
刺
黒
牛
化
、
手
芸
、

膏
血
、
写
＝
（
、
捉
事
管
料
言
語
作
品

煉
不
全
な
ど
、
す
け
ら
し
い
件
…
が
出

品
さ
れ
日
頃
の
技
価
を
い
か
ん
な
く
発

揮
さ
れ
た
鷹
苫
…
は
、
捕
男
社
会
の
文

化
の
串
り
高
い
も
の
が
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
本
年
度
の
農
民
文
化
祭

が
盛
大
禍
に
終
了
で
一
書
干
し
た
こ
と
は

一
再
に
牡
鹿
組
合
長
を
は
じ
め
各
軸
的

旅
団
禄
、
町
内
各
位
の
こ
協
力
の
問
で

あ
り
主
催
者
と
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
と
共
に
、
隼
一
度
の
畏
民
文
化

祭
が
今
後
も
裏
に
盛
会
に
行
な
わ
れ
ま

す
こ
と
を
期
待
し
二
で
う
の
こ
協
力
を

お
購
い
し
ま
す
。

鶴
屋
文
化
藁
入
賞
者
表
彰

－
知
事
賞
に
村
田
常
則
君
－

昭
和
四
上
位
麗
蓮
鮎
叶
農
民
文
化
祭

の
表
彰
式
は
牛
後
一
高
よ
り
出
門
小
学

校
誹
掌
C
行
な
わ
れ
部
落
総
合
表
彰
で

は
木
守
在
韓
組
合
、
虹
知
事
賞
に
村
田

騎
則
鳥
（
稲
作
競
作
会
）
ち
一
閃
万
客

が
入
賞
、
蓑
彰
を
受
け
ま
し
た
。

◎
捜
産
物
わ
ら
工
品
評
会

一
等
は
　
井
口
寸
（
北
九
州
苗
K
K

社
姦
e
舛
添
八
郎
・
秦

克
貨
・
門
司
重
実
・
村
山

妊
淳

一
辱
良
吉
田
猛
・
二
村
シ
ゲ
子
・

清
原
消
・
重
広
紘
一
・
秋

武
輝
男
÷
芳
年
・
井
口

勝
之
・
柴
田
…
琵
・
門
司

重
実
・
矢
野
辞
典

三
笠
質
　
（
禎
鴎
）

⑥
稲
作
競
作
会

獲
葦
　
村
間
諜
剛
（
螺
知
事
賞
）

一
等
賞
∴
添
田
太
陽
（
八
幡
農
林
事

務
所
兵
曹
・
近
松
捻

二
等
は
　
近
松
惣
一
郎
・
安
艇
綴
・

加
醸
弘
一

三
等
賞
i
石
松
久
雄
・
仲
野
利
治
・

松
井
正
滋
・
瓜
坐
和
夫
・

岡
鵬
欣
次

◎
そ
さ
い
立
毛
品
評
会

一
等
は
　
二
村
記
入
（
遠
賀
農
薬
改

良
普
及
所
其
賞
）
・
高
山

岡
光

二
等
質
∴
井
口
等
・
広
田
一
基
・
秋

武
備
勢

三
等
賞
　
太
田
伸
雄
・
松
尾
五
部
・

秦
武
人
・
案
患
敏
・
矢
野

速
夫

◎
乳
牛
品
評
会

一
等
賞
　
入
江
保
郎
（
遠
賀
接
辞
保

健
所
良
質
八
幡
乳
業
K
K

社
長
賞
）

二
等
賞
　
江
嫌
煙
次
郎
（
八
幡
乳
業

K
K
社
長
賞
）
・
中
華
当

人
（
八
幡
乳
業
K
K
社
長

賞）

三
笠
は
　
矢
野
徳
・
晴
山
和
幸
・
林

⑥
包
装
穀
粒
会

一
位
∴
滝
木
星
塵
組
合
（
瓜
生
秋
夫

来
一
正
）

一
高
　
本
草
珪
藻
組
合
（
村
団
栗
丸

白
木
利
躾
）

三
位
∴
松
の
木
集
塵
組
合
（
葉
川
持

諺
・
柴
田
善
之
）

同
位
以
下
省
略

◎
鎗
手
競
技
会

一
位
　
木
等
坐
霹
組
合
（
小
両
膝
妊

介
光
ヨ
シ
ヱ
）

二
位
∴
士
別
贈
坐
鷺
組
合
（
高
査
男

前
モ
モ
ヱ
）

三
位
∴
松
の
本
年
度
組
合
（
柴
同
時
＝

年
・
柴
田
ツ
ル
干
）

四
位
以
下
省
略

◎
買
物
競
争

一
位
　
老
良
B
チ
ー
ム

一
位
∴
渋
木
A
チ
ー
ム

三
位
　
別
府
B
チ
ー
ム

四
位
　
を
良
A
チ
ー
ム

五
位
∴
広
雄
B
チ
ー
ム

六
位
∴
尾
騎
B
チ
ー
ム

七
位
以
下
雀
蕗

⑥
農
柴
労
務
者
永
年
勤
続
衷

彰勤
続
十
二
年
∴
斉
藤
政
治

勤
続
　
十
年
　
前
側
挿
蔵

◎
総
合
表
彰

（
種
目
・
稲
作
競
作
会
）

包
装
・
触
手
・
買
物
耀
技
奈

一
位
　
木
草
生
龍
組
合

一
高
　
漬
木
生
産
組
合

三
位
∴
松
の
木
生
産
組
合

周
粒
以
下
省
略

申
開
農
業
セ
ン
サ
ス
結
果
の
概
要

五
年
間
で
五
倍
　
耕
う
ん
磯

農
家
戸
数
は
一
割
減

一
九
工
八
五
位
中
間
惟
斐
セ
ン
サ
ス
に

つ
き
ま
し
て
は
調
査
膿
の
方
を
姶
め
各

位
に
多
大
な
る
こ
間
瀬
を
い
た
だ
き
ま

し
て
旧
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
こ
に
集
計
の
漑
婆
を
ま
と
め
ま
し

た
の
で
共
々
現
誼
難
業
の
お
か
れ
て
い

る
立
場
、
弟
び
に
岡
民
経
済
を
野
点
と

し
た
今
後
の
動
向
な
ど
に
つ
い
て
焦
点

を
合
せ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

先
ず
合
体
の
動
き
と
し
て
は
、
小
黒
栄

戸
数
、
茂
霊
人
口
、
臓
業
就
業
者
の
減

少
お
よ
び
専
業
蛙
家
の
兼
業
移
曲
、
㊤

経
営
規
損
の
弦
大
化
　
の
座
業
機
薄
の

申
、
大
型
化
の
傾
向
な
ど
が
的
徴
つ
け

ち
れ
ま
す
。

こ
の
肋
間
は
舶
林
輩
が
発
案
し
た
会

同
の
動
き
と
同
一
傾
間
を
辿
り
、
む
し

ろ
本
町
の
方
が
轍
薯
な
動
き
を
示
し
て

お
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

先
ず
農
家
戸
数
に
つ
い
て
は
、
師
帥

ニ
ー
五
年
以
韓
五
力
年
間
に
九
五
戸
減

っ
て
、
八
一
二
月
（
一
〇
二
一
％
減
）



（第一衰）　専兼業別農家数の動向

（第三蓑）　経営親機別豪家数

（第二妻）　義家人口と農業就鵜人口

G剃甲衣）　年遍と生産手段の変遷
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福
岡
県
が
一
万
一
千
戸
減
（
六
・
L
者

減
）
　
で
一
五
万
五
千
－
弓
　
全
国
が
囲

十
万
月
減
っ
て
五
六
五
万
戸
（
六
・
六

多
）
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と

本
町
の
臓
率
戸
数
は
二
倍
近
い
減
少
率

を
示
し
て
い
ま
す
。

次
に
臓
蓑
人
目
（
別
表
二
）
を
み
ま

す
と
、
繕
蓑
人
口
は
五
・
四
八
回
人

で
三
十
五
年
に
比
べ
て
二
〇
囲
－
大

の
減
少
（
一
九
劣
減
）
で
、
全
国
の
四

四
三
万
人
（
≡
劣
減
）
よ
り
比
率
は

遥
か
に
高
い
よ
う
で
す
。

農
薬
就
業
人
口
（
別
黍
一
）
に
つ
い

て
は
、
総
数
で
、
二
七
九
人
減
っ
て

一
二
〇
－
天
で
す
が
、
専
従
者
の
減

り
方
は
大
き
く
三
九
四
入
滅
（
二
一

％
）
に
対
し
、
兼
従
者
は
逆
に
一
〇
五

人
（
一
九
劣
）
の
プ
ラ
ス
と
な
っ
て
い

ます。ま
た
、
専
従
者
の
男
女
別
に
つ
い
て

は
、
男
が
一
三
上
人
減
っ
て
囲
八
七
人

（
三
÷
七
努
減
）
、
女
が
一
五
七
人

減
っ
て
九
五
八
人
（
一
間
劣
減
）
と
な

っ
て
お
り
、
今
後
こ
の
状
態
が
政
に
続

く
と
す
れ
ば
鰻
業
労
働
力
の
確
保
は
困

難
樵
を
佳
ず
る
こ
と
が
考
え
ろ
れ
ま
す

譲
葉
別
農
家
数
（
別
表
一
）
の
移

り
に
つ
い
て
は
、
帝
業
農
家
が
、
マ
イ

ナ
ス
L
r
F
（
全
体
些
一
〇
・
八
劣
）

第
一
穏
兼
業
農
家
が
、
プ
ラ
ス
五
七
戸

（
全
体
比
圃
一
・
一
一
存
）
滞
．
称
兼
業

鷲
朱
が
、
マ
イ
ナ
ス
七
八
戸
（
全
体
比

二
六
劣
）
と
な
っ
て
お
り
、
全
国
比
の

専
糞
三
一
空
窮
一
種
煎
薬
一
七
そ

第
二
和
楽
三
四
着
L
天
運
な
い
よ
う

です。経
営
規
般
別
農
家
数
（
別
表
一
）
で

は
三
反
米
縞
の
階
層
が
減
り
、
反
面
二

町
以
上
の
陛
艦
が
増
え
て
お
り
、
経
営

規
模
拡
大
の
方
向
を
辿
っ
て
い
ま
す
。

経
営
規
紋
別
面
接
比
率
で
は
二
町
以

上
の
膳
屑
が
全
体
の
二
二
・
一
彦
あ
る

の
に
対
し
、
福
岡
操
が
三
・
l
そ
そ
全

国
が
囲
・
孔
雀
C
、
腿
薬
経
営
娩
桜
か

ら
す
れ
ば
優
位
な
体
制
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
永
田
利
用
～
は
言
作
曲
が

わ
ず
か
一
三
・
二
愛
し
他
は
殆
ん
ど
一

毛
作
団
で
あ
る
こ
と
や
、
役
牛
蔦
の
減

少
低
調
、
農
業
後
継
者
の
確
保
が
で
き

な
い
こ
と
な
ど
、
農
薬
労
働
力
の
不
足

と
あ
い
ま
っ
て
機
業
問
題
は
妖
機
に
立

た
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

そ
の
他
の
特
徴
と
し
て
は
、
農
業
機

戦
力
の
著
し
い
伸
び
（
耕
私
聡
は
五
億

増
）
や
、
農
業
位
雇
の
汲
減
（
最
高
時

の
三
十
分
の
一
）
、
傾
向
な
ど
（
別
表

間
参
照
）
今
園
の
狩
野
と
‥
え
る
で
し

ょう。

到
来
近
い
か
ク
大
型
化
時
代
4

－
先
ず
経
済
性
の
検
討
存
「
－

∵
∴
農
林
省
が
確
表
し
た
中
間
機
業
セ
ン

∵
サ
ス
の
紬
砦
み
る
と
、
袋
数
、
畏

れ
一
葉
既
業
人
目
の
減
少
が
目
立
っ
て
お
り

ま
す
。
先
般
の
桐
油
調
査
の
結
果
高
大

巾
な
人
口
移
潮
が
農
山
村
よ
り
邦
全
へ

と
行
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

続
べ
後
継
者
の
確
保
に
つ
い
て
↓
具
，

や
、
社
会
用
地
化
し
つ
つ
あ
り
、
畏
村

の
労
力
不
足
に
倖
な
う
労
質
の
高
騰
は

史
に
狛
中
を
か
け
る
も
の
と
み
な
け
礼

は
な
り
ま
す
ま
い
。
こ
の
よ
う
な
状
勢

十
、
根
葉
擬
枝
の
湛
人
は
数
年
来
、
急

速
に
仲
良
し
、
反
当
り
の
普
及
鳩
力
数

は
故
米
先
進
国
を
蓬
か
し
の
ぐ
弱
い
に

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
今
や
小
型
機
械
一

読
後
、
周
囲
の
ム
ー
ド
は
必
然
的
に

大
型
様
様
化
構
想
に
向
け
ら
れ
て
い
ま

す。
し
か
し
、
大
型
機
械
に
な
る
と
金
納

が
大
き
い
だ
け
に
、
今
ま
で
の
無
品
画

な
経
済
性
を
無
視
し
た
押
入
は
禁
物

で
、
そ
の
受
入
条
件
は
厳
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
ま
ず
幽
魂
推
個
と
集
団
既
の

問
題
、
地
耐
力
を
増
す
た
め
排
水
施
設

の
完
備
、
［
糧
や
肥
培
管
理
を
竺
し

た
鈍
間
栽
培
方
式
の
採
周
、
経
営
規
模

に
合
赦
し
た
蛾
核
力
の
導
入
な
と
二
で

の
た
め
に
は
融
碗
的
に
脆
拳
日
高
純

減
を
も
っ
て
総
務
叢
を
っ
ま
く
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
田
下
の
課
題
と

一
‥
え
ま
し
ょ
う
。

大
型
機
蕪
の
実
用
化
に
つ
い
て
は
、

．
部
を
除
い
て
今
後
の
研
究
看
侯
ね
は

生
り
ま
せ
ん
が
、
近
い
将
来
天
理
機
械

の
到
来
は
必
歪
と
み
ら
れ
、
そ
の
受
入

案
件
素
碑
た
す
だ
け
の
俸
笠
を
陸
相
す

る
こ
と
が
急
務
と
［
え
ま
L
I
う
。（M）
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成
人
の
日
を
迎
え
る
方
々

お
目
出
度
う
ご
ざ
い
ま
す

は
た
ち
に
な
る
、
雄
∵
よ
、
あ
な
た
よ

来
年
は
、
は
た
ち
に
な
る
の
だ

若
よ
、
あ
な
た
上
、
お
目
出
度
う

成
人
と
国
民
年
金

国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

明
和
言
上
年
一
月
十
六
日
か
ら
昭
和

二
十
不
言
月
十
五
日
ま
で
に
生
れ
た

方
々
で
す
。

男
五
二
雪
女
六
三
名
∴
許
一
二
、

名
。
次
の
と
お
り
、
お
客
調
を
記
破
い

た
し
ま
す
の
で
、
も
し
該
当
著
で
記
蔵

も
れ
が
あ
り
ま
し
た
ら
早
目
に
教
脊
委

員
会
宛
届
出
く
だ
さ
い
。

島
津
　
矢
野
和
子
・
石
井
正
一

笹
淵
善
次
郎

若
松
∴
紬
寓
哲
也
・
桝
湊
∴
直
後

煩
∴
∴
直
延
・
淘
田
　
冶
蓄

池
田
　
些
一

兎
誌
．
椅
発
信
・
井
口
　
洋
子

案
∴
∴
広
築
・
井
口
　
正
雄

啓
∵
婁
・
門
司
テ
ル
ヨ

震
豊
平
磐
案
等

尾
崎
　
椅
　
子
林
君
代
子

忠
昭
∴
光
宏
・
峯
∴
勝
義

門
司
∴
躾
枝
・
雄
弁
∴
則
男

松
井
∴
∴
登

別
府
　
水
沼
ミ
ヨ
千
・
織
田
堪
↓

可
知
∴
黒
子
・
安
藤
ア
ツ
子

松
本
∴
鞠
千
・
校
本
宏
胱

泉
映
ト
ミ
千
・
高
杢
膜
之

煉
次
∴
薄
墨
・
燦
原
∴
武
揖

畠
田
∴
時
男
・
河
原
ユ
リ
ミ

松
本
∴
蓮
田

千
代
丸
永
囲
　
需
番
・
吉
削
三
八
九

永
田
∴
勝
練

付
出
ミ
チ
千
・
勝
田
　
幸
徳

虫
生
津
高
野
∴
和
子
・
純
子
．
柚
子

逸
聞
　
幸
雄
・
木
島
キ
ミ
千

林
　
條
広
・
渡
辺
知
洋
子

芥
　
ケ
イ
子
・
大
山
　
千
里

寺
山
∴
文
代

東
町
　
中
歯
∴
綿
枝
・
川
口
一
利

末
永
渦
男
・
畑
野
∴
昭
子

川
原
二
三
子

西
町
　
人
出
　
撃
÷
石
田
－
信
子

浅
木
一
四
　
忠
男
・
一
団
ル
イ
子

森
　
吉
愛
・
神
代
　
孝
雄

有
言
∴
玲
子
・
大
丸
捻
子

小
耳
エ
イ
千
・
阿
謡
∴
忠
子

高
橋
。
私
君
∵
手
塚
∴
誼
態

孟
子
∴
現
代
・
正
司
千
克
子

木
守
　
竹
井
∴
里
千
・
白
石
∴
勝
治

白
石
∴
電
子
・
後
藤
∴
純
子

上
野
∴
触
士
・
申
頓
∴
弘
子

高
野
薬
箱
・
村
田
キ
ヨ
子

高
光
マ
サ
子
・
村
岡
　
簾
之

‥
両
的
∴
雅
之
・
奥
田
キ
ク
ヨ

老
良
　
相
中
　
消
枝
・
小
松
∴
玲
子

遠
費
用
井
口
　
山
・
函
山
醸
子

柴
田
∴
“
路
・
荒
牧
　
費
一

坂
本
チ
ト
セ
・
久
米
煉
礎
良

品
村
　
和
江
・
井
上
　
芳
実

棚
減
　
初
美
・
安
高
∴
兜
司

三
原
∴
幸
二
・
水
上
∴
芳
弘

大
石
ア
ケ
ミ
・
岡
光
　
勝
子

一
月
十
五
日
は
成
人
の
買
全
国
各
地

で
溝
2
0
才
を
迎
え
た
人
を
祝
う
成
人
式

が
行
な
わ
れ
ま
す
。
日
本
画
喪
は
2
0
才

に
成
る
と
法
律
的
に
も
社
会
的
に
も
一

人
前
の
扱
い
を
受
け
成
人
と
し
て
の
あ

ら
ゆ
る
櫛
利
及
び
義
務
が
与
え
ろ
礼
、

名
実
と
も
社
会
人
と
し
て
実
社
会
に
ス

タ
ー
ト
す
る
わ
け
で
す
。
実
社
会
に
ス

タ
ー
ト
す
る
こ
れ
ち
の
人
た
ち
は
2
0
才

に
成
っ
た
機
会
に
も
う
一
つ
の
忘
れ
て

は
な
ち
な
い
義
務
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
固
鳶
丁
金
に
加
入
す
る
避
務
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
国
民
年
金
は
2
0
才

以
士
0
0
才
希
薄
の
閉
氏
で
、
厚
生
年
金

保
険
や
各
櫛
の
共
済
組
合
に
加
入
し
て

い
な
い
人
達
、
す
な
わ
ち
農
業
や
円
盤

粟
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
社
会
保
障
細
度
か

ち
除
か
れ
て
い
る
人
た
ち
の
だ
の
に
あ

る
榔
腱
で
す
ご
し
打
は
毎
月
如
才
か
ら

3
5
才
未
満
の
方
は
百
円
、
3
5
才
以
上
の

方
は
五
五
〇
月
と
わ
ず
か
高
根
陸
料
を

納
め
る
こ
と
に
よ
り
自
分
で
目
方
の
将

来
を
築
き
、
た
と
え
は
将
来
の
蓬
全

焼
咲
、
死
亡
と
い
「
た
こ
と
か
ち
く
る

生
活
の
不
安
を
年
金
に
よ
っ
て
少
し
で

も
殻
和
し
曇
つ
と
い
う
目
的
の
た
め
に

つ
く
ち
ね
た
測
度
で
す
。
二
の
一
月
一

五
日
の
成
人
の
H
を
機
会
に
弛
れ
な
く

加
入
な
れ
ま
す
よ
っ
、
お
す
す
の
致
し

ま
す
。
葡
成
人
式
当
日
は
役
場
よ
り
係

員
が
行
き
ま
す
の
で
加
入
に
つ
い
て
の

色
々
の
点
は
御
相
談
に
応
じ
ま
す
。

冬
の
青
少
年
を
守
る
運
動
と

愛
の
二
言
運
動
に
つ
い
て

今
古
賀
村
田
村
田
　
克
子
・
柴
田

中
村
∴
信
江
・
長
尾

上
別
府
亀
山
　
壇
十
・
石
田

北
原
加
渥
美
・
安
藤

尾
膝
∴
勝
広
・
松
本

高
村
　
徒
労

松
本
ウ
メ
ノ
・
旗
印

高
柳
　
政
明
・
柴
聞

松
本
∴
邦
光

醐
摩
　
人
見

冬
期
こ
と
に
年
末
年
始
の
休
服
時
に

は
、
訓
行
に
は
し
り
や
す
い
撮
瑞
か
ら

膏
少
年
を
守
る
た
め
、
こ
の
運
動
を
股

間
す
る
も
の
で
す
。

町
長
の
み
な
さ
ん
、
地
域
を
あ
げ
て

、
こ
協
力
く
だ
さ
い
。

一
、
運
動
目
標

1
鰹
仝
な
家
庭
づ
く
り
と
よ
り
よ
い

社
余
談
髄
を

2
駒
労
苦
少
華
の
扱
高
の
操
典
と
福

組
の
掘
進

3
膏
少
年
の
非
行
防
止

二
、
期
間

1
2
月
0
0
買
～
1
月
1
0
日

三
、
実
態
細
目

1
機
先
の
浄
化

冬
期
休
暇
の
計
画
的
活
用
、
不
良

映
画
、
雑
記
の
排
除
、
登
し
い
室

内
ゲ
ー
ム
の
普
及

2
事
故
醜
正

交
通
事
故
（
特
に
車
乗
、
年
始
の

交
通
ひ
ん
は
ん
時
に
お
け
る
）
、

冬
山
、
ス
キ
ー
な
と
の
事
故

3
時
行
防
圧

ィ
、
盛
男
、
余
聞
、
そ
の
他
集
り

や
す
い
場
所
の
特
別
継
専

口
、
金
損
の
無
駄
使
い
を
正
め
ざ

せ
る
こ
と
。

ハ
、
不
堪
全
な
榛
揃
に
立
ち
入
ら

な
い
よ
っ
指
導
す
る
こ
と

二
、
未
成
年
者
の
渦
、
た
ば
こ
の

禁
止

－
通
解
町
立
少
年
問
粗
描
読
会
～

家
族
そ
ろ
っ
て
休
思
し
、

圃
ら
ん
の
中
に
青
少
年

「
家
庭
の
日
」
の
制
定

毎
月
第
3
日
曜
日
を

の
す
こ
や
か
な
成
長
を
図
る
た
め
健
康
な
家
庭
づ

く
り
を
は
か
る
も
の
で
す
。

〝
家
庭
の
日
〟
　
と
定
め
ま
し
ょ
う
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遠
賀
町
民
生
委
員
改
選
さ
る

i
蕊
端
尺
生
（
肱
甲
）
零
＝
全
日
が

法
の
定
の
ろ
と
こ
ら
に
ょ
り
、
去
る
日

月
細
目
任
期
満
了
、
1
2
月
1
日
次
の
方

が
悪
日
町
埴
生
（
特
用
）
室
員
と
し
て

浦
に
出
生
大
臣
よ
り
隻
即
さ
れ
ま
し
た

の
丁
－
、
お
し
ち
せ
し
ま
す
）

黒
川
　
謙
戒
（
梢
）
高
津

小
勘
　
忠
次
（
留
）
岩
松

井
目
　
股
雄
（
新
）
鬼
用

賀
高
∴
芳
雄
（
新
）
居
間

相
即
∴
弘
美
（
漸
）
別
府

の
梁
川
　
郎
（
筋
）
今
古
生

○
石
松
。
光
雄
（
留
）
十
別
席

小
牧
宮
代
一
一
（
瑠
）
虫
牛
津

出
精
∴
鮎
雄
（
斬
）
菓
∴
町

．
用
　
秀
雄
（
漸
）
温
　
水

締
出
∴
朋
平
（
摺
）
木
∴
守

中
原
ユ
リ
（
頼
）
未
∴
守

在
旧
　
弊
（
耕
）
老
∴
良

車
広
　
映
芸
宵
I
）
詑
生
川

右
揺
∴
多
士
（
薪
）
広
∴
漉

㌣
留
は
離
任
、
新
は
薪
倖

㊦
奮
工
員
　
○
副
奮
］
長

民
佳
（
見
並
）
委
員
の
具
体
的
活
動

－
と
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
か
～

○
自
主
的
活
動

1
「
し
あ
わ
せ
奈
囲
め
る
溝
助
」
の

経
費

2
用
品
更
生
質
金
の
買
付
け

3
「
心
配
ご
と
和
雄
所
」
に
お
け
る

細
説
活
動

4
特
車
の
厚
生
暁
幸
文
化
財
等
の

整
備
と
拠
金
背
戊
の
た
め
の
活
動

○
協
力
活
動

1
生
活
保
護
法
施
行
に
つ
い
て
の
協

力
活
動

2
卦
体
樟
雷
竜
神
礼
法
お
よ
び
戦
傷

病
者
戦
没
煮
追
放
等
擾
誰
法
施
行

に
つ
い
て
の
腕
力
活
動

3
描
解
説
弱
者
神
祖
加
行
に
つ
い
て

の
協
力
活
動

4
売
春
防
圧
法
施
行
に
つ
い
て
の
協

「
J
r
－
．
り

5
空
大
在
祉
法
施
行
に
つ
い
て
の
協

力
活
動

6
擾
出
藍
祉
沫
旅
行
に
つ
い
て
の
協

力
活
動

1
母
子
福
祉
法
頻
汀
に
つ
い
て
の
協

力
活
動

8
堀
端
扶
娃
手
晋
法
施
行
に
つ
い
て

の
協
力
活
動

ぼ
く
の
な
ま
え
、
わ
た
し
の
な
ま
え

．
は
の
っ
て
お
り
ま
す
か
9

－
　
昭
和
4
1
年
度
新
入
学
児
童
、
－

胴
和
4
1
年
度
新
入
学
兄
弟
の
枕
草
子

定
有
名
税
（
明
和
4
0
年
1
0
月
1
日
現
在

敦
背
唇
u
会
調
べ
）
を
拙
成
し
ま
す
の

で
、
も
し
蒸
散
に
洩
れ
た
就
学
予
定
者

が
あ
れ
は
遺
鍋
印
教
背
委
員
会
事
務
用

ま
で
蓬
急
直
し
拙
く
た
さ
い
。

島
田
小
学
校
（
六
七
名
）

鳥
　
沖
　
美
野
　
津
典
　
阿
南
∴
∴
孝

柴
田
　
芳
子
　
柴
田
∴
∴
群

湿
原
奈
結
共
　
著
∴
∴
妙
子

柴
田
多
恵
子
　
川
鵬
∴
∴
弘

野
崎
　
和
子
　
別
田
∴
広
明

柴
田
　
明
美
　
柴
田
　
親
戚

柴
田
　
浩
∴
原
　
小
夜
美

山
本
　
子
細
　
薬
用
的
紀
子

浅
木
小
学
校
（
五
四
名
）

舛
添
∴
∴
正

若
∴
松
　
入
江
　
薯
生

．
．
●
－
r
・
．
こ
て
ー
ゝ
r
！
A
－
．
．
こ
き
一
－
つ
．
－
－
9
．
－
－
－
’
・
主
・
．
－
－
．
－
i
－
さ
．
－
－
三
－
・
一
言
・
l
－
－
－
－
三
－
・
－
i
r
－
・
i
「

入
院
患
者
の
見
舞
、

面
会
に
つ
い
て
の
お
願
い

ー
ー
ー
県
立
遠
賀
掠
整
所
　
－

み
な
さ
ん
の
こ
家
族
ま
た
は
耳
詰
り

の
方
が
色
々
な
病
気
で
入
祝
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
よ
っ
に
な
っ
た
と
き
、
こ

本
人
初
め
ご
豪
放
の
こ
心
痛
は
如
何
ば

か
り
か
と
、
心
か
ら
ご
同
情
い
た
し
ま

す。
み
喜
べ
ん
方
に
は
、
患
者
さ
ん
が
一

日
も
年
く
鎚
康
を
快
穣
し
、
社
会
に
複

崩
さ
れ
る
こ
と
を
切
望
さ
れ
て
い
る
こ

と
と
存
じ
ま
す
。

乱
世
、
鵬
言
二
回
生
C
き
る
だ
け
の
助

力
煮
い
た
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
面
会
や
見
舞
に
つ
い
て
は
、
次

の
こ
十
善
十
分
に
守
っ
て
い
た
だ
き
一

口
も
早
く
患
者
さ
ん
の
纏
廉
が
快
復
さ

れ
る
よ
う
こ
協
力
く
だ
さ
い
。

面
会
人
心
得

「
面
会
人
は
予
め
栂
糠
詰
所
に
申
出

て
主
冶
医
ま
た
は
、
輝
線
姑
長
の

許
可
を
得
て
く
だ
さ
い
。

二
、
無
間
で
の
面
会
は
こ
送
風
く
だ
さ

三
、
飲
食
物
は
、
み
た
り
に
持
込
ま
な

い
で
く
た
き
い
。

四
、
両
仝
晴
間
は
で
き
る
だ
け
短
時
間

に
し
て
く
だ
さ
い
。

○
結
楊
患
者

「
一
時
か
ら
十
四
時
ま
で

十
八
時
か
ら
十
七
鴨
茎
C

O
一
般
航
棟
悪
者

十
二
時
か
ら
ー
六
時
ま
で

五
、
両
全
は
、
煩
即
と
し
て
面
会
撃
C

し
て
く
だ
さ
い
。

六
、
両
食
中
は
、
絶
対
に
飲
酒
、
喫
煙

を
し
な
い
で
く
た
さ
い
。

上
別
府
　
石
松
∴
∴
蔑

松
宮
美
津
子

高
杢
∴
秀
明

菊
次
高
野

．千里
囲
闘
福
間
岩
野
篠
田
和
田
岡
崎

…
農
業
に
す
ぐ
役
立
ち

…
　
i
農
業
経
営
を
有
利
に
す
る

農
業
日
誌
　
　
昭
和
四
十
一
年
販

槌
業
経
営
を
合
理
的
に
営
む
た
め
に

は
毎
月
の
で
き
ご
圭
細
か
く
記
録
し

毎
年
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

従
来
の
鹿
賓
経
済
稲
や
焼
栗
簿
記
は

や
や
も
す
る
と
、
む
ず
か
し
す
ぎ
長
続

き
し
な
い
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。
い
ず

れ
も
一
長
一
短
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回

の
駕
に
高
誼
は
、
日
記
や
侮
拳
法
穿

つ
け
な
が
ち
新
し
い
知
識
（
会
同
の
耀

成
密
が
毎
日
新
知
駿
を
出
願
）
が
得
ち

れ
収
支
決
算
ま
で
で
き
ま
す
の
で
経
営

の
向
上
に
天
変
役
立
ち
ま
す
。

配
れ
部
数
に
限
度
が
あ
り
ま
す
の
で

早
や
日
に
経
済
嫌
へ
　
価
格
二
五
〇
日



今
月
は
、
固
定
資
産
稜
第
三
期
分
の
納
期
で
す

⑧
納
期
限
十
二
月
二
十
日

※
今
月
は
、
納
期
限
が
2
0
日
で
す
か
ら
特
に
こ
留
意
の
士

期
限
内
に
納
付
く
だ
さ
い
。

年
末
年
始
の
役
場
事
務
に
つ
い
て

ー
　
印
錬
駈
明
蜜
は
惟
月
飽
田
ま
で
　
ー

福
岡
県
の
県
童
募
集
に
つ
い
て

福
岡
塞
C
は
、
こ
の
た
び
浜
の
磐
鎖

で
、
福
岡
県
の
袈
ヰ
図
集
若
葉
空
椴

か
ら
公
募
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の

で
希
望
者
は
応
募
く
だ
さ
い
。

福
岡
塞
卑
妹
捉
要
領

1
内
　
容
轍
進
す
る
鶴
岡
螺
褒
後
し
、
友

愛
に
親
ほ
れ
た
県
民
の
慮
気
を
示

す
飾
潔
な
も
の
。

な
お
本
人
の
創
作
で
未
発
喪
の
も

の
に
限
り
ま
す
。

2
応
鉄
管
格

螺
内
層
住
著
に
限
り
ま
す
。
そ
れ

以
外
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

3
応
募
方
法

一
人
一
点
眠
り
、
色
は
畠
中
用

紙
は
I
i
5
吸
（
西
洋
紙
半
分
大
）

の
ケ
ン
ト
紙
ま
た
は
画
用
紙
を
使

用
し
、
要
廓
に
住
所
、
氏
名
、
軍

令
、
職
業
素
明
記
し
、
折
目
が
つ

か
な
い
よ
う
に
封
筒
に
入
れ
て
送

っ
て
く
だ
さ
い
。

4
締
切
り
H

昭
和
4
1
年
1
月
3
1
円
（
当
日
消
印

有効）

5
送
り
先
神
岡
両
天
秤
一
丁
日
の
一

福
岡
県
総
務
部
総
務
課
擬
装
集

儀

6
倍
…
審
査

福
岡
県
関
係
者
お
よ
び
増
刷
窒
C

構
成
す
る
「
竪
制
定
委
出
会
」

で
行
い
ま
す
。

7
人
避
発
表

鞠
和
4
1
年
2
月
下
旬
県
政
テ
レ
ビ

番
組
お
よ
び
新
関
紙
上
に
発
曇
し

本
人
に
通
知
し
ま
す
。

8

　

質作
品
　
1
魚

知
事
貨
（
賞
金
ュ
0
万
門
記
念
抑

西
日
本
新
聞
社
賞
（
賞
金
5
万

円）
佳
作
∴
5
点

知
軒
賃
（
賞
金
5
千
国
記
念
叩

閻
魔
本
新
聞
社
費
（
賞
金
3
千

円）
選
外
佳
作
　
5
0
点

西
日
本
新
聞
社
賞
（
記
念
品
）

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず
か
に

な
り
、
町
民
の
皆
様
に
は
、
何
か
と
気

せ
わ
し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
役
域
軍
務
は
、
1
2
月
2
8
日
宇

′
間
中
で
今
隼
の
「
ご
用
納
空
を
い
た

し
l
月
3
日
ま
で
は
葱
［
二
般
華
務
の

受
付
取
扱
い
を
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
お

し
ら
せ
し
ま
す
。

特
に
印
篭
萌
、
戸
郷
謄
抄
本
、
駐

博
乾
明
な
ど
は
、
2
8
日
以
降
は
交
付
で

き
ま
せ
ん
の
で
必
要
L
き
れ
る
方
は
必

ず
然
幽
年
商
中
ま
で
用
件
毒
流
し
て
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
雄
牛
眉
、
死
亡
癌
な
工
廠

画
期
闇
に
定
め
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て

は
当
直
で
取
り
扱
い
ま
す
の
で
申
し
出

く
だ
さ
い
。

交

通

制

限

の

お

し

ら

せ

9
版

こ
の
た
び
次
の
と
お
り
道
蹄
改
良
工

事
の
た
め
交
通
制
限
が
さ
れ
ま
す
の
で

ご
不
自
由
の
点
が
あ
る
と
思
い
ま
す
か

し
ほ
う
＼
の
閏
御
幸
棒
醐
い
ま
す
。

「
場
所
∴
県
道
（
遼
獅
－
鞍
手
線
）

と
国
運
三
号
鞭
と
の
交
叉

烹

二
、
期
間

鞠
和
0
0
年
1
2
月
1
5
日
～

昭
和
4
1
年
3
月
3
1
日

三
制
限
内
容

1
全
重
量
7
ト
ン
以
上
の
中
軸

は
通
行
正

2
片
側
一
里
仕

3
郷
陳
外
は
袷
行

…
…
注
し
ハ
ス
は
遊
行
の
予
延

滞
L
i
I
の
場
合
は
古
壷
客
を

擬
し
空
中
で
約
2
0
メ
ー
ト
ル

通
週
後
薬
申
さ
せ
て
通
行

囲
、
工
母
内
容

国
道
～
螺
道
に
入
る
商
側
の
曲

り
狗
舷
巾
改
良
工
事

採
用
作
品
の
版
権
は
細
岡
県
に
婦

属
し
ま
す
。

1
0
そ
の
他
の
採
用
閑
紫
は
櫛
作
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

㈲
応
募
作
品
は
お
返
し
し
ま
せ
ん

㈹
聾
は
喋
敬
な
ど
に
佐
川
が
予

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

Ⅱ
主
∴
催
袖
∴
岡
∴
媒

後
援
　
浦
臼
木
新
聞
社

昭
和
四
十
一
年
度
福
岡
県
産
業
開
発
昔
年
隊

員
の
募
集
に
つ
い
て

歳

末

防

犯

に

つ

い

て

気
せ
わ
し
い
繭
走
と
な
り
ま
し
た
。

筏
隼
師
走
は
サ
ギ
、
す
り
、
ひ
っ
た
く

り
、
ゆ
す
り
、
装
薬
、
交
通
世
故
な
ど

が
増
え
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
さ
ん
、
お
互
い
に
次
の
よ
う
な
一

寸
し
た
こ
と
に
注
思
し
て
明
る
い
新
年

を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

◎
偽
の
大
畠
紬
売
り
な
ど
行
商
人
か
ち

だ
ま
さ
れ
ま
す
の
で
、
う
ま
す
ぎ
る

孫
に
は
の
ち
な
い
よ
う
に
い
た
し
ま

し
ま
つ
。

◎
買
物
カ
コ
の
財
布
は
す
ら
れ
や
す
い

し
、
ま
た
落
し
や
す
い
の
で
へ
し
な

い
よ
う
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

◎
樹
等
を
す
る
と
き
は
戸
締
り
を
よ
く

し
、
隣
近
所
に
頼
ん
で
か
ら
硝
か
け

ま
し
ま
つ
。

⑫
ゆ
す
り
、
た
か
り
、
み
か
じ
め
料
の

取
り
立
て
な
ど
の
綾
雷
は
、
泣
き
没

入
り
を
し
な
い
よ
う
い
た
し
ま
し
ょ

う。
◎
無
免
許
巡
嬢
、
飲
榊
運
転
、
ス
ピ
ー

ト
の
出
し
す
ぎ
を
し
な
い
よ
う
に
い

た
し
ま
し
ょ
う
。

以
上
は
折
尾
臨
察
署
か
ち
の
お
し

ち
世
で
す
。

咽
和
二
十
八
年
に
発
足
し
た
福
岡
螺

弾
薬
開
発
脅
年
藤
も
以
来
十
三
年
を
経

過
し
、
約
三
百
名
に
遥
す
る
俺
子
牛
が

全
国
各
地
の
建
設
楽
界
で
渚
雌
し
、
固

士
の
開
発
に
蒐
放
し
て
お
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
醐
和
四
十
一
華
麗
も

福
岡
県
産
業
開
発
高
年
隊
を
鄭
入
す
る

た
め
左
記
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
の
で

入
隊
希
望
者
は
経
済
課
ま
で
両
雄
く
だ

さい。「
募
集
期
間四

十
年
十
一
月
一
日
～
川
上
一

年
二
月
十
五
日

二
、
鼓
無
人
良

三
上
客
（
1
8
－
2
5
才
男
）

≒
挺
出
席
数役

場
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

1
2
月
（
師
走
）
花
暦
（
す
い
せ
ん
）

1
日
　
畿
来
た
す
け
あ
い
運
肋
始
ま

る映
剛
の
H

2
日
　
若
松
恵
比
須
神
祖
雄
幸
大
祭

4
日
　
人
権
週
間
（
4
日
～
1
0
日
）

7
日
　
大
平

1
0
日
　
世
界
人
鷺
＝
言
記
念
－

1
3
日
∴
正
月
事
拙
め

1
5
日
　
年
賀
購
仮
受
母
船
ま
る

2
2
日
∴
冬
至

2
3
日
＝
教
太
－
ナ
捷
生
〓

2
5
日
　
大
正
天
皇
奈
、
ク
リ
ス
マ
ス

銃
口
　
告
げ
ご
用
納
め

3
1
日
　
大
祓
、
大
み
そ
か

除
夜
の
備


